


山西　基裕

6 (6)

ちにくいといった心理的負担を、IE改善士が保有するノウハウや知識をモデル化しフィードバックすること
で、人の習熟度向上を実現する、「知能化され人を支援する現場」です。
　3点目は、需要変動に対し、人それぞれの習熟度、またその時の機械の状態に応じて、人と機械の最適な
配置と作業分担を実行し生産する、「自在に協調する現場」まで高めていきます。

　前述の2つを下支えするのが「デジタルエンジニアリング革新」です。エンジニアリングチェーンにおけ
る、設計・立上、そして保全にまつわる人の業務にフォーカスし、オムロンユニークなセンシング＆コント
ロール＋Thinkの技術をベースに製造現場や設備をデジタル空間で再現することで、業務プロセスの革新に
貢献していきます。実現ポイントは3点です。
　1点目は、生産設備の設計、立上げにおいて、生産設備のデジタルツインを実現しリアルな現場業務をバー
チャルで再現し、組織・企業を超えた協業を可能とする設計環境を提供することで、調整期間の大幅短縮を
実現する「現場と融合したバーチャル設備設計」です。
　2点目は、作るモノの品質や設備の健康状態をデジタル空間で見える化し、今まで見えなかった設備の潜
在リスクを顕在化させ、先回りした保全を可能にすることで永続的なモノの安定供給を実現させる、「匠を
超えたデジタル保全」です。
　3点目は現場全体のエネルギーを含めた全てが、有機的に意味ある形で繋がり合い、発生する物事の因果
を繋ぐプラットフォームとなる「現場全体が繋がり合うスマート製造管理」で、最適な再エネも組み合わせ
たエネルギーマネジメントの在り方の提供を目指します。

　これら経済的価値と社会的価値が融合したシステムを、皆様へお届けすることがオムロンの使命と考えて
おります。しかし、より一層複雑化するモノづくり課題の解決には、オムロン1社だけでは限界があります。
皆様と共にi-Automation!-Nextを創造させていただきたいと考えており、お力添えいただけますと幸いに存
じます。
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